
会議名 長浜市指定管理者選定委員会 第１委員会（第７回会議） 

日 時 令和元年１２月２４日（火） 

審査対象 高月まちづくりセンター 
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自由提案にある、若者のグループ「たかつきにぎやかし隊」に

ついて、どのような活動をされているのか、具体的な説明をお

願いしたい。また、将来の展望についてもできる範囲で説明を

お願いしたい。 

たかつきにぎやかし隊は、30～40代の若者の集まりで、現在は

10名ほどである。合併前では 10メートルの玉入れや年末の大

晦日の雪が降っているときに花火を上げたり、目新しいイベン

トを行っていた。現在は北商工会になっているが、当時は高月

商工会の青年部で取り組まれていたが、そのメンバーも若干異

動して、現在は組織的なものではなく、気心の知れたグループ

で行っている。平成 27～29 年については、長浜市より助成を

受けて、若者によるまちづくり活動モデル事業を行っていた。

若者の人口が流出を防止するために、活性化をしなければいけ

ないとか、子育て支援をしていかないといけないとか、高月の

誇りある文化や歴史を伝えていかなければならない等の話があ

った。その中で、子供や保護者を対象とした「冒険遊び場」と

いう事業を行い、親子で一緒に木工づくりや紙粘土などを行っ

た。また、観音まつりのときには、観音様のような化粧をして

ＰＲ活動をした。職場や家庭のこともあって、活動が広がって

いかないのが実情だが、にぎやかし隊も高月地域づくり協議会

の部会の１つのグループに入ってもらっているので、イベント

があったときに子供を対象としたコーナーを作ってもらってい

る。現在は工事中のため需要はないが、来年の 10 月からはに

ぎやかし隊が中心となった勉強会をやっていきたいということ

だった。 

高月地域の課題として 11 個あげられており、事業計画書でも

課題解決に向けた活動推進ということであるが、2017 年から

2021年までの５ヶ年計画の中で、その課題に対する進捗状況あ

るいは成果について、あれば説明いただきたい。 

先ほど説明したとおり、各関係団体、関係機関との連携の中で、

いろんな催しをしたり、調査をしたりしながら課題解決に向け

ている。例えば、課題③の「地域で高齢者等の介護や見守り」

というのは、地域づくり協議会が単独でできるものではないの

で、社協等と話しながら、見守りの体制を地域でどのようにで

きるかということを、独居老人を中心に昨年調査を行い、その
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結果に基づいて、どのような見守り、訪問が必要かということ

検討しているところである。また、課題⑥「実践的で効果的な

防災訓練の実施」について、これまでは自治会単位で防災訓練

等を行ってきたものを小学校区単位で行っているが、４小学校

区のうち３小学校区で３年続けて広域の防災訓練を終えたとこ

ろである。そういったことをしながら、住民の防災意識を高め

ながら、実際に災害に強い地域をどのように作っていくかとい

うことを地協からではなく、地域住民のみなさんから感じても

らえる集まりを作っていただけるような投げかけをしている。

課題⑩、⑪については、市に相談しているが、先が見えない課

題も中にはあり、関係団体と密に連携しながら進めているとこ

ろである。 

二次計画ということだが、一次計画の成果のようなものはある

のか。 

これは、二次計画のものであるが、一次計画についても資料と

してある程度まとめている。 

課題⑥で自治会単位で行っていたものを小学校区単位で実施す

るというのは良いことだと思うが、その中において、まちづく

りセンターというものの位置づけをどのように考えているの

か。ご存じだと思うが、今回の改修でかなりの公費を投じて耐

震を行ったという背景もあるので、こういう課題を受けて、ま

ちづくりセンターをどうしていきたいか、教えていただきたい。 

新しい建物でスタートすることになるが、私たち地域づくり協

議会並びにセンター職員等と協議していくことになると思う。

先日、地域づくり協議会主催で淡路島北丹町の震災記念公園に

20名ほどで研修に伺った。防災訓練等は各自治会でまちづくり

センターとは離れたところでの実施であり、直接的には関わり

がないが、まちづくりセンターそのものは、他のセンターのよ

うに現在、避難場所にはなっていないし、改修工事後も具体的

な予定も私たちは協議できていないところがある。ただ、その

ような必要性、住民から要望があれば、センターを避難場所と

して準備を進めるということも必要かと思う。日々、防災意識

を持っていただくようなそういった建物等、地域内には展示コ

ーナーもないので、安全環境部会という防災や安全・安心につ

いて考える部会があるので、そこで協議しながら、センターの

中に防災意識を住民の方に高めていただくようなコーナーが必

要であれば、設置も考えていく必要があると考えている。 

ありがとうございます。そのように考えていただけると、特に

高月まちづくりセンターは他のまちづくりセンターより面積が

非常に大きいという特性があるので、そこを十分活かして運営

いただけたらよいと思う。 

組織体制について、所長以下４名で提案いただいているが、前

回までの体制では、所長以下５名で運営されていたようだが、

体制は変更されたのか。 
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これまでは常勤の所長が１名、事務職員として非常勤が２名と

いう体制であったが、その２名を１名常勤と考えている。 

１人減ったということではないということか。 

通常は７時間４５分勤務であるが、非常勤２名は時間的には約

半日であったため、常勤で１名とした方がよいという判断で、

実質的には勤務時間は変わらない。 

休館日について、“日曜日の開館運営には課題があるところ

で・・・・”とあるが、具体的にはどういうことか、 

条例では、高月まちづくりセンターの休館日は月曜日、祝日と

なっているが、日曜日の需要が火曜日から土曜日の利用と比べ

て、ほとんどない状況がある。今始まったことではなく、40年

前に中央公民館ができたころからも日曜日の利用が少ない状況

が続いている。最近では、日曜日に使用されていた団体の主催

者が亡くなられて活動が途絶えたこともあり、全く利用がない

時もある。開館となっているが、休んでいるときもある。市内

の他のまちづくりセンターでは、隔週で日曜日を開館している

ところもあり、そのようにできないかということである。現在

の条例では、月曜日と祝日だけが休館ということであるが、日

曜日の利用がないところが課題とは言わないが、休んでしまう

場合もあったので、それが課題ではあるので、休館と言えるよ

うに取り組めないかという思いである。 

おっしゃる通り、ほとんどのまちづくりセンターが日曜日は月

２回閉館している。日曜日に開館しているのは、湖北まちづく

りセンターで、ホールが建物内にあり、ホールとしての利用は

日曜日が多いため、開館している。高月まちづくりセンターも

同じで、大きなホールがあって、文化ホールの代わりになって

いるということで、今回改築という形で対応させていただいた。

当然、ホールの利用は日曜日が中心となってくるし、若者の利

用も日曜日が多いので、若者を取り込むような利用促進を図っ

ていただけると、現地改築してホールを残してきた意味がある

と思うので、十分考慮いただきたい。 

人員の配置計画について、常勤３名、非常勤２名の５名体制で

臨むという計画であるが、確定している人と、これから採用す

る人は決まっているのか。 

これまでは常勤２名であったが、そのまま継続してもらえると

確定している。もう１名の常勤は現在は決まっていない。 

５名のうち２名が確定で、残りの３名の採用を進めるというこ

とですね。 

非常勤２名は継続いただけると考えており、確定していないの

は常勤１名である。 
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今までの実績もあり、問題ないと思う。 

提案の内容でも地域のさまざまな課題にしっかり取り組んでい

こうということで自主事業でも新たな事業の提案もあった。新

しい施設をしっかりＰＲしていこうという話もあり、指定管理

者としてふさわしいし、非常に期待できると思う。 

「たかつきにぎやかし隊」がうまく動いているかどうかの確認

は難しかったが、こういった発想を持っていることや、丁寧な

説明でもあったので、住民の方にも丁寧な対応をされているの

だろうと感じた。あとは、時間や熱心さで進んでいくのかと思

った。適正であると判断する。 

特に意見はないが、概要版もしっかりできているし、これに沿

って結果が出るような取組をしていただけることを希望する。 

実績等は問題ないが、今後は新しい施設になるということで、

新しい事業展開を十分鑑みて取り組んでいただきたい。 

防災の関係とホールの活用について質問したが、とても良くや

られていると思うので、新しい施設になったという特性を十二

分に活かしていただいて、特に防災の拠点ということと若者が

来てくれるような運営をしていただけると感じているので、高

月地域づくり協議会で問題ないと思う、 

適と判断する。利用促進についてロビーの活用という提案だけ

だったので、せっかく新しい施設になるので、さまざまな取組

にチャレンジしていくような姿勢を持ってもらえると良いので

はないかと感じた。高月全域ということで、１つの方向にもっ

ていくことは大変だと思うが、５年計画を立てて進めていると

いうところは私自身初めて聞いたが、そうそうないのではない

かと思う。せっかく計画を立てられたので、それに対する成果

の検証を絡めていくと、なお良い展開が期待できるのではない

かと感じた。 

いろいろと意見が出ましたが、意見を踏まえて、当委員会では

高月地域づくり協議会を指定管理者候補として適当と判断して

よろしいか。 

異議なし。 

結論、高月地域づくり協議会を指定管理者候補として適当と判

断する。 

 


